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第
六
十
六
号
議
案 

 
 

 

埼
玉
県
指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
を
指
定
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

第
一
条 

埼
玉
県
指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
を
指
定
す
る
条
例
（
平
成
二
十
五
年
埼
玉
県
条
例

第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

本
則
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

  

第
二
条 

埼
玉
県
指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
を
指
定
す
る
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。 本

則
の
表
中
２
の
項
及
び
３
の
項
を
削
り
、
４
の
項
を
２
の
項
と
し
、
５
の
項
か
ら 

の
項

ま
で
を
二
項
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。 

 
 

附 

則 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
規
定
は
、
平
成
三
十
年
六
月

二
十
九
日
か
ら
施
行
す
る
。 

  

平
成
三
十
年
二
月
二
十
六
日
提
出 

 
 

 
 

 
 

 

埼 

玉 

県 

知 

事 
 

 
 

上 
 

田 
 

清 
 

司 

  

 
 

 
 

 

提 

案 

理 

由 

埼
玉
県
指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
指
定
の
手
続
等
に
関
す
る
条
例
の
規
定
に
よ
る
指
定
の

申
出
が
あ
っ
た
特
定
非
営
利
活
動
法
人
を
指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
と
し
て
指
定
し
、
及
び
同

条
例
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
取
消
し
の
申
出
が
あ
っ
た
指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
に
つ
い
て
指

定
の
取
消
し
を
し
た
い
の
で
、
こ
の
案
を
提
出
す
る
も
の
で
あ
る
。 

  

７ 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ

Ｏ
・
Ｉ
Ｖ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
三
橋
二
丁
目

五
百
四
十
五
番
地
二
シ
テ
ィ
ヒ
ル
ズ
一
〇

一 
 

 

７ 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ

Ｏ
・
Ｉ
Ｖ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
三
橋
二
丁
目

五
百
四
十
五
番
地
二
シ
テ
ィ
ヒ
ル
ズ
一
〇

一 
 

 

８ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ａ 

埼
玉
県
新
座
市
中
野
二
丁
目
二
番
二
十
二

号 

 

８ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ａ 

埼
玉
県
新
座
市
中
野
二
丁
目
二
番
二
十
二

号 

 

８ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ａ 

埼
玉
県
新
座
市
中
野
二
丁
目
二
番
二
十
二

号 

 

 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
熊
谷
市
ほ
た
る

を
保
護
す
る
会 

埼
玉
県
熊
谷
市
三
本
千
九
百
二
十
七
番

地
二 

 

12 

12 
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第
六
十
七
号
議
案 

埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
条
例
（
平
成
十
四
年
埼
玉
県
条
例
第
八
十
四
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

別
表
第
一
第
一
号
の
表
第
五
項
中
サ
を
キ
と
し
、
へ
か
ら
ア
ま
で
を
ト
か
ら
サ
ま
で
と
し
、
ホ

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

 
 

 

別
表
第
一
第
一
号
の
表
第
八
項
中
カ
を
ソ
と
し
、
ヘ
か
ら
ワ
ま
で
を
ヌ
か
ら
レ
ま
で
と
し
、
ホ

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

    

               

 

      

リ 

キ
セ
ノ
ン
ラ
ン
プ
式
耐
候
性
試
験
機 

チ 

大
型
複
合
サ
イ
ク
ル
試
験
機 

ト 

低
湿
恒
温
恒
湿
槽 

          

ヘ 

人
工
気
候
室 

一
時
間 

一
時
間 

一
時
間 

分
） 

係
る
部 

湿
槽
に 

恒
温
恒 

（
減
圧 

一
時
間 

部
分
） 

に
係
る 

気
象
室 

（
人
工 

一
時
間 

二
、
〇
二
〇
円 

一
、
四
〇
〇
円 

八
二
〇
円      

四
、
三
九
〇
円     

一
一
、
九
〇
〇
円 

 

 

ヘ 

マ
イ
ク
ロ
フ
ォ
ー
カ
ス
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
装
置 

一
時
間 

三
、
四
三
〇
円 

 

「  

試
験 

⑷ 

溶
解
法
に
よ
る
混
用
率 

    
 

 

よ
る
試
験 

 

顕
微
鏡
に 

 

プ
ロ
ー
ブ 

⑶ 

走
査
型 

 

も
の 

微
鏡
に
よ
る 

原
子
間
力
顕 

 

も
の 

微
鏡
に
よ
る 

ト
ン
ネ
ル
顕 

（
二
種 

一
試
料 

  

一
測
定 

一
試
料 

  

一
測
定 

一
試
料 

（
一
種
類
を
増
す 

一
、
二
二
〇
円 

を
加
え
る
。
） 

ご
と
に
六
二
〇
円 

（
一
測
定
を
増
す 

 

九
、
三
二
〇
円 

を
加
え
る
。
） 

ご
と
に
六
二
〇
円 

（
一
測
定
を
増
す 

一
二
、
六
〇
〇
円 

 

別
表
第
二
第
一
号
の
表
第
二
項
中 
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試
験 

⑸ 

溶
解
法
に
よ
る
混
用
率 

    
 

 

よ
る
試
験 

 

顕
微
鏡
に 

 

プ
ロ
ー
ブ 

⑷ 

走
査
型 

  

試
験 

 

高
分
解
能 

 

鏡
に
よ
る 

 
電
子
顕
微 

⑶ 

走
査
型 

 

も
の 

微
鏡
に
よ
る 

原
子
間
力
顕 

 

も
の 

微
鏡
に
よ
る 

ト
ン
ネ
ル
顕 

超
え
る
も
の 

〇
〇
〇
倍
を 

倍
率
一
〇
〇 

下
の
も
の 

〇
〇
〇
倍
以 

倍
率
一
〇
〇 

 

類
以
内 

（
二
種 

一
試
料 

  

一
測
定 

一
試
料 

  

一
測
定 

一
試
料 

 

一
測
定 

一
試
料 

 

一
測
定 

一
試
料 

を
加
え
る
。
） 

ご
と
に
六
五
〇
円 

（
一
種
類
を
増
す 

一
、
二
二
〇
円 

を
加
え
る
。
） 

ご
と
に
六
二
〇
円 

（
一
測
定
を
増
す 

 

九
、
三
二
〇
円 

を
加
え
る
。
） 

ご
と
に
六
二
〇
円 

（
一
測
定
を
増
す 

一
二
、
六
〇
〇
円 

  

一
九
、
九
〇
〇
円 

  

一
三
、
一
〇
〇
円 

 

 

を 
） 

に
改
め
、
同
表
第
三
項
中 

 

⑵ 
Ⅹ

線
探
傷
検
査 

一
測
定 

一
試
料 

 

六
、
八
九
〇
円 

 

  

⑶ 
Ⅹ

線
探
傷
検
査 

  

定 

 
Ⅹ

線
Ｃ
Ｔ
装
置
に
よ
る 

⑵ 

マ
イ
ク
ロ
フ
ォ
ー
カ 

 

 

に
改
め
る
。 

「 

「 」 

」 

            

 」 

、 

を 

「 

、 

  
 

 

類
以
内 

を
加
え
る
。
） 

ご
と
に
六
五
〇
円 

 

） 

    

測 ス 

一
測
定 

一
試
料 

   

一
時
間 

 

六
、
八
九
〇
円 

〇
円
を
加
え
る
。
） 

ご
と
に
五
、
九
七 

（
一
時
間
を
増
す 

七
、
二
四
〇
円 

 

 

」 
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附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

  
 

平
成
三
十
年
二
月
二
十
六
日
提
出 

埼 

玉 

県 

知 

事 
 

 
 

上 
 

田 
 

清 
 

司 
 

 
 

 
 

 

  

提 

案 
理 
由 

 

新
た
に
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
の
試
験
研
究
機
器
に
係
る
使
用
料
の
額
及
び
依
頼
試
験
に
係

る
手
数
料
の
額
を
定
め
た
い
の
で
、
こ
の
案
を
提
出
す
る
も
の
で
あ
る
。 



- 78 - 

第
六
十
八
号
議
案 

 
 

 

埼
玉
県
営
土
地
改
良
事
業
分
担
金
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 
埼
玉
県
営
土
地
改
良
事
業
分
担
金
徴
収
条
例
（
昭
和
三
十
年
埼
玉
県
条
例
第
十
三
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

 

埼
玉
県
営
土
地
改
良
事
業
分
担
金
及
び
特
別
徴
収
金
徴
収
条
例 

 

第
一
条
中
「
第
九
十
一
条
」
を
「
第
九
十
一
条
第
一
項
」
に
、
「
よ
り
分
担
金
」
を
「
よ
る
分

担
金
並
び
に
法
第
九
十
一
条
の
二
第
一
項
及
び
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
特
別
徴
収
金
」
に
改
め
る
。 

 

第
六
条
を
削
る
。 

 

第
七
条
中
「
当
て
る
」
を
「
充
て
る
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六
条
と
す
る
。 

 

第
八
条
第
一
項
中
「
基
き
」
を
「
基
づ
き
」
に
、
「
但
し
」
を
「
た
だ
し
」
に
改
め
、
同
条
を

第
七
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
特
別
徴
収
金
の
徴
収
） 

第
八
条 

県
は
、
国
か
ら
の
補
助
金
の
交
付
を
受
け
て
行
う
事
業
で
あ
つ
て
別
に
知
事
が
指
定
す

る
も
の
の
施
行
に
つ
き
、
当
該
事
業
に
よ
つ
て
利
益
を
受
け
る
者
で
当
該
事
業
の
施
行
に
係
る

地
域
内
の
土
地
に
つ
き
法
第
三
条
に
規
定
す
る
資
格
を
有
す
る
も
の
が
、
当
該
土
地
の
全
部
又

は
一
部
に
つ
い
て
当
該
工
事
の
完
了
に
つ
き
法
第
百
十
三
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
公
告

が
あ
つ
た
日
（
そ
の
公
告
に
お
い
て
工
事
完
了
の
日
が
示
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
示
さ
れ
た
日
。

次
項
に
お
い
て
「
工
事
完
了
公
告
日
」
と
い
う
。
）
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
（
そ
の
年
度
が

到
来
す
る
前
の
年
度
を
知
事
が
指
定
し
た
と
き
は
、
そ
の
指
定
し
た
年
度
）
の
初
日
か
ら
起
算

し
て
八
年
を
経
過
し
な
い
間
に
農
地
以
外
へ
の
転
用
を
行
つ
た
場
合
又
は
当
該
事
業
に
よ
り
畑

と
し
て
区
画
形
質
が
変
更
さ
れ
、
若
し
く
は
造
成
さ
れ
た
農
地
に
つ
い
て
の
開
田
を
行
つ
た
場

合
に
は
、
そ
の
者
か
ら
、
当
該
事
業
に
つ
い
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
た
補
助
金
の
額
及
び
県
が
負

担
し
た
額
を
そ
の
者
が
法
第
三
条
に
規
定
す
る
資
格
を
有
し
て
い
る
当
該
地
域
内
の
土
地
の
面

積
に
割
り
振
つ
て
得
ら
れ
る
額
の
範
囲
内
で
、
当
該
転
用
又
は
開
田
に
係
る
土
地
の
面
積
に
応

じ
た
額
（
農
地
の
農
地
以
外
へ
の
転
用
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
当
該
転
用
に
伴
い
遊
休
化

し
た
施
設
を
目
的
外
用
途
に
活
用
し
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
収
入
が
あ
つ
た
と
き
は
、
当
該
収

入
額
の
う
ち
当
該
転
用
に
係
る
土
地
に
係
る
も
の
を
差
し
引
い
た
額
）
に
相
当
す
る
額
の
特
別

徴
収
金
を
徴
収
す
る
。 

２ 

県
は
、
法
第
八
十
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
県
営
土
地
改
良
事
業
（
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
「
機
構
関
連
事
業
」
と
い
う
。
）
の
施
行
に
つ
き
、
法
第
九
十
一
条
の
二
第
六
項
各

号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
者
が
、
法
第
八
十
七
条
の
三
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
十

七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
当
該
機
構
関
連
事
業
の
計
画
を
定
め
た
旨
の
公
告
が
あ
つ
た
日
か

ら
、
当
該
機
構
関
連
事
業
の
工
事
完
了
公
告
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
（
そ
の
年
度
が
到
来
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す
る
前
の
年
度
を
知
事
が
指
定
し
た
と
き
は
、
そ
の
指
定
し
た
年
度
）
の
初
日
か
ら
起
算
し
て

八
年
を
経
過
し
な
い
間
に
法
第
九
十
一
条
の
二
第
六
項
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
そ
れ

ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
行
為
が
あ
つ
た
と
き
に
は
、
そ
の
者
か
ら
、
当
該

機
構
関
連
事
業
に
つ
い
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
た
補
助
金
の
額
及
び
県
が
負
担
し
た
額
を
当
該
行

為
に
係
る
土
地
の
面
積
に
応
じ
て
割
り
振
つ
て
得
ら
れ
た
額
（
当
該
行
為
に
よ
り
遊
休
化
し
た

施
設
を
目
的
外
用
途
に
活
用
し
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
収
入
が
あ
つ
た
と
き
は
、
当
該
収
入
金

額
の
う
ち
当
該
行
為
に
係
る
土
地
に
係
る
も
の
を
差
し
引
い
た
額
）
に
相
当
す
る
額
の
特
別
徴

収
金
を
徴
収
す
る
。 

３ 

知
事
は
、
前
二
項
の
特
別
徴
収
金
（
以
下
こ
の
項
か
ら
第
五
項
ま
で
に
お
い
て
「
特
別
徴
収

金
」
と
い
う
。
）
を
徴
収
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
特
別
徴
収
金
の
徴
収
を
受
け
る
者
に

特
別
徴
収
金
の
額
そ
の
他
当
該
特
別
徴
収
金
の
徴
収
に
関
し
必
要
な
事
項
を
通
知
す
る
も
の
と

す
る
。 

４ 

知
事
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
転
用
に
係
る
面
積
が
知
事
の
指
定
す
る
面
積

を
超
え
な
い
と
き
そ
の
他
知
事
が
特
に
納
付
の
必
要
が
な
い
も
の
と
し
て
承
認
し
た
場
合
は
、

特
別
徴
収
金
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

５ 

特
別
徴
収
金
は
、
一
時
に
全
額
を
徴
収
す
る
も
の
と
す
る
。 

６ 

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
別
徴
収
金
の
徴
収
に
つ
い
て
は
第
二
条
第
二
項
、
第
六
条
及
び
第

七
条
の
規
定
を
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
特
別
徴
収
金
の
徴
収
に
つ
い
て
は
第
六
条
及
び
第
七

条
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

  
 

平
成
三
十
年
二
月
二
十
六
日
提
出 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼 

玉 

県 

知 

事 
 

 
 

上 
 

田 
 

清 
 

司 

   
 

 
 

 
 

提 

案 

理 

由 

 

土
地
改
良
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
機
構
関
連
事
業
に
係
る
特
別
徴
収
金
を
徴
収
す
る
等
し
た

い
の
で
、
こ
の
案
を
提
出
す
る
も
の
で
あ
る
。 
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第
六
十
九
号
議
案 

 
 

 

埼
玉
県
高
等
学
校
等
奨
学
金
事
業
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 
埼
玉
県
高
等
学
校
等
奨
学
金
事
業
基
金
条
例
（
平
成
二
十
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
八
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
一
条
及
び
第
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

（
設
置
） 

第
一
条 

高
等
学
校
等
奨
学
金
事
業
に
要
す
る
経
費
の
財
源
に
充
て
る
た
め
、
埼
玉
県
高
等
学
校

等
奨
学
金
事
業
基
金
（
以
下
「
基
金
」
と
い
う
。
）
を
設
置
す
る
。 

 

（
積
立
て
） 

第
二
条 

基
金
と
し
て
積
み
立
て
る
額
は
、
当
該
積
立
て
を
す
る
年
度
の
高
等
学
校
等
奨
学
金
事

業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
予
算
で
定
め
る
額
と
す
る
。 

 

第
三
条
を
削
る
。 

 

第
四
条
に
次
の
一
項
を
加
え
、
同
条
を
第
三
条
と
す
る
。 

２ 

基
金
に
属
す
る
現
金
は
、
必
要
に
応
じ
、
最
も
確
実
か
つ
有
利
な
有
価
証
券
に
代
え
る
こ
と

が
で
き
る
。 

 

第
五
条
を
第
四
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
処
分
） 

第
五
条 

基
金
は
、
高
等
学
校
等
奨
学
金
事
業
に
要
す
る
経
費
の
財
源
に
充
て
る
場
合
に
限
り
、

こ
れ
を
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
埼
玉
県
高
等
学
校
等
奨
学
金
事
業
特
別
会
計
条
例
の
一
部
改
正
） 

２ 

埼
玉
県
高
等
学
校
等
奨
学
金
事
業
特
別
会
計
条
例
（
平
成
十
七
年
埼
玉
県
条
例
第
七
十
五
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
二
条
中
「
一
般
会
計
繰
入
金
」
の
下
に
「
、
高
等
学
校
等
奨
学
金
事
業
基
金
繰
入
金
」
を

加
え
る
。 

  
 

平
成
三
十
年
二
月
二
十
六
日
提
出 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼 

玉 

県 

知 

事 
 

 
 

上 
 

田 
 

清 
 

司 
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提 

案 

理 

由 

 

埼
玉
県
高
等
学
校
等
奨
学
金
事
業
基
金
を
高
等
学
校
等
奨
学
金
事
業
に
要
す
る
経
費
の
財
源
に

充
て
る
た
め
に
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
等
し
た
い
の
で
、
こ
の
案
を
提
出
す
る
も

の
で
あ
る
。 


